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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年12月17日(2020.12.17)

【公開番号】特開2020-168477(P2020-168477A)
【公開日】令和2年10月15日(2020.10.15)
【年通号数】公開・登録公報2020-042
【出願番号】特願2020-117540(P2020-117540)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３２Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月4日(2020.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　判定条件の成立に基づいて、遊技者に有利な特別遊技が実行される特別遊技状態に移行
させるか否かの移行判定を行う判定手段と、
　前記判定手段による前記移行判定の結果に基づく遊技を進行する上での遊技者の利益状
態に関する利益情報を表示可能な利益情報表示手段と、
　前記利益情報を所定の表示内容によって前記利益情報表示手段に表示する表示制御手段
と、
　前記利益情報に対する表示内容として、所定期間に満たされた特定の条件の回数に基づ
いて、前記所定の表示内容を設定する表示内容設定手段と、
を備え、
　前記特別遊技は、遊技者に遊技価値を付与する１以上の単位遊技を含む価値付与遊技と
、前記価値付与遊技の終了後に実行されるエンディングと、を含み、
　前記所定期間は、前記価値付与遊技の実行期間中に設定され、
　前記特定の条件の回数は、前記所定期間に特定領域を通過する遊技球の数であり、
　前記表示制御手段は、所定の前記特別遊技状態における前記エンディングにおいて、前
記表示内容設定手段によって設定される前記所定の表示内容により前記利益情報を表示し
、
　前記利益情報表示手段は、前記判定手段による前記移行判定の結果が飾り図柄の停止表
示によって表示されるものであり、
　前記利益情報は、前記利益情報表示手段において利益状態画像として明示又は示唆され
ることを特徴とする遊技機。
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